
経営理念

行動規範

人と地球への責任を
果たす企業へ

東洋建設グループの
経営理念・行動規範

東洋建設の経営の基本は、1979年発表の経営計画で謳った「経営理念」に
込められており、当社の生業である建設事業を通じて社会的な使命を果たす
ことです。
また、その実現に向けて役職員が指針とするものが、経営理念をもとに
2005年に制定した「行動規範」です。
役職員全員が経営理念を実践すること、それが当社の持続可能な社会の
実現に向けた取り組みにつながっています。
2029年の創立100周年に向けて、東洋建設グループは走り続けます。

社会的使命を果たすため
● 社会の要請に適った建設活動
● 品質の確保と建設技術の向上

● 公衆災害防止の徹底と自然災害への対応
公正で信頼される事業活動のため

● 法令、規範等遵守の徹底
● 公正な入札および公正な競争の実施

● 適正な生産体制の構築
● 反社会的勢力の排除

● 企業会計の信頼性の確保と情報の開示
● 政治、行政との適正な関係の保持

● 知的財産権等の保護
人を大切にし、社会とよりよい関係であるため

● 人権と個性を尊重する経営の堅持
● 安全衛生対策の強化と魅力ある労働環境の創出

● 社会との共生
● 環境保全等への取り組み

● 国際社会への貢献
 (平成17年1月制定、平成26年8月1日改訂)

夢と若さをもって全員一致協力し
新しい豊かな技術で

顧客と社会公共に奉仕することに努め
会社の安定成長と従業員の福祉向上を期する 

（昭和54年 創立50周年「50計画」において制定）

人間尊重
人を鍛える

個性と長所を活かす

創意革新
変化に適応する

常に新たな発想をする

責任自覚
目標と責任を明確に
常に率先垂範する

行動規範

経営理念
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発行目的
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本報告書に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を約束する趣旨のものではありません。また、経済動
向、市場環境、為替レート、税制や諸制度に関するリスクや不確実性を含んでいます。このため実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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「統合報告書2023」の
発行にあたって

代表取締役会長

吉田 真也 大林 東壽
代表取締役社長

東洋建設グループは、ステークホルダーの皆様とのコミュニケーションツールとして、本報告書
を発行いたしました。2023年度を初年度とする中期経営計画の概要ならびにガバナンス体制
の強化策のほか、基幹３事業の直近の取り組み・担当役員による事業概況の説明等を掲載して
おります。
本報告書を通じまして、当社グループの企業価値向上に向けた取り組みへのご理解が深まれば
幸いに存じます。
また、当社では「統合報告書」を重要な情報開示のツールとして位置付け、今後とも皆様から寄
せられた貴重なご意見を参考にしながら、読みやすく、理解しやすい報告書にするよう工夫して
まいります。本報告書をお読みになったうえで、忌憚のないご意見・ご感想をぜひお送りくださ
い。頂いたご意見を真摯に受け止め、今後の活動の参考とさせていただきます。
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